
    

「
日
本
平
和
大
会
ｉ
ｎ
岩
国
」
が
１０

月
２８
、
２９
日
山
口
県
内
で
約
千
人
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
大
阪
か
ら
は
５
地
域
平
和
委
員
会

と
２
労
働
組
合
、
３
団
体
（
大
阪
原

水
協
、
大
阪
安
保
、
ヘ
ル
ス
コ
ー
プ
）

か
ら
計
１８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

大
阪
代
表
団
は
２８
日
、
防
府
市
内

で
「
山
頭
火
ふ
る
さ
と
館
」
を
見
学

し
た
後
、
開
会
集
会
に
参
加
。 

開
会
集
会
で
は
、
キ
ャ
ン
ド
ル
集

会
を
重
ね
て
国
政
私
物
化
の
パ
ク
韓

国
大
統
領
を
引
き
ず
り
お
ろ
し
た
市

民
団
体
の
ひ
と
つ
参
与
連
帯
の
パ

ク
・
チ
ョ
ン
ウ
ン
さ
ん
が
海
外
代
表

と
し
て
挨
拶
、
千
坂
純
日
本
平
和
委

員
会
事
務
局
長
が
主
催
者
と
し
て
報

告
し
ま
し
た
。
学
習
コ
ー
ナ
ー
で
は

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
西
谷
文
和
さ
ん

が
「
戦
場
の
現
場
か
ら
憲
法
９
条
改

憲
を
考
え
る
」
報
告
、
リ
ラ
ン
・
バ

ク
レ
ー
監
督
が
岩
国
基
地
報
告
を
そ

れ
ぞ
れ
映
像
を
用
い
て
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
地
元
岩
国
、
沖
縄
か
ら
基
地

強
化
反
対
の
力
強
い
取
り
組
み
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
開
会
集
会
後
、
６０
人

で
青
年
集
会
が
持
た
れ
ま
し
た
。 

 

２９
日
午
前
、
岩
国
市
内
で
岩
国
基

地
見
学
を
含
む
各
分
科
会
と
国
際
交

流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
上
羽
治
雄
事
務

局
長
が
韓
国
市
民
団
体
と
の
交
流
報

告
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

午
後
、
岩
国
市
役
所
前
広
場
で
の

閉
会
集
会
後
、
岩
国
駅
前
ま
で
ピ
ー

ス
パ
レ
ー
ド
を
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
大
会
の
中
で
ふ
た
り
の
青 

 

   

年
労
働
組
合
員
が
近
藤
理
事
長
ら
の

呼
び
か
け
に
応
え
入
会
・
新
聞
購
読

を
快
諾
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

【
参
加
感
想
文
】 

旭
平
和
の
会 

松
本
千
賀
子
さ
ん 

以
前
か
ら
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
初
め

て
の
参
加
で
す
。
全
体
集
会
の
進
行

が
、
す
ご
く
良
か
っ
た
で
す
ね
。
九

州
の
各
県
か
ら
佐
賀･

熊
本
・
馬
毛
島

等
、
山
口
、
神
奈
川
、
埼
玉
…
と
日

本
の
各
地
の
取
り
組
み
が
よ
く
わ
か

り
、
頑
張
っ
て
い
る
状
況
が
わ
か
り

ま
し
た
。 

２
日
目
の
分
科
会
・
シ
ン
ポ
は
「
国

際
交
流
シ
ン
ポ
の
北
東
ア
ジ
ア
の
展

望
を
考
え
る
」
に
参
加
し
ま
し
た
。 

パ
ク
・
ク
ネ
大
統
領
を
辞
任
さ
せ

た
力
の
大
き
さ
、
現
在
の
北
朝
鮮
問

題
へ
の
解
決
に
は
厳
し
い
状
況
で
は

あ
る
が
、
米
朝
の
無
条
件
直
接
対
話

の
必
要
性
が
、
理
解
で
き
ま
し
た
。 

日
本
政
府
の
ア
メ
リ
カ
第
一
、
武

力
行
使
を
あ
お
る
よ
う
な
状
況
で
は
、

ダ
メ
で
す
。
討
論
で
は
反
核
の
課
題

が
抜
け
て
い
た
の
が
残
念
で
し
た
。 

 

          

 

「
九
条
改
憲
を
許
さ
な
い
！
大
阪
総

が
か
り
集
会
」
が
１１
月
３
日
、
中
之

島
公
園
芝
生
広
場
で
２
万
人
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

集
会
に
は
会
員
の
辰
巳
孝
太
郎
日

本
共
産
党
参
院
議
員
な
ど
４
野
党
の

代
表
も
参
加
し
挨
拶
、
参
加
者
た
ち

は
市
民
と
野
党
の
共
同
を
さ
ら
に
広

げ
安
倍
政
治
を
終
わ
ら
せ
る
決
意
を

固
め
あ
い
ま
し
た
。   

集
会
後
は
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

「
戦
争
法
・
共
謀
罪
は
廃
止
」
「
戦

争
あ
か
ん
」
「
安
倍
改
憲
反
対
」
と

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
し
な
が
ら
デ

モ
行
進
。 

大
阪
平
和
委
員
会
は
大
阪
城
公
園

の
コ
ー
ス
。
近
藤
理
事
長
が
先
頭
幕

持
ち
、
岩
本
青
年
協
議
長
が
副
指
揮

者
、
そ
し
て
上
羽
事
務
局
長
が
デ
モ

出
し
係
の
３
つ
の
役
割
を
担
い
ま
し

た
。
ほ
か
に
４
人
が
カ
ン
パ
係
を
務

め
８０
万
円
近
い
カ
ン
パ
集
約
に
協
力

し
ま
し
た
。 

こ
の
集
会
で
、
府
高
教
の
組
合
員

が
ひ
と
り
入
会
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

            

   

 

       

法
に
よ
っ
て
権
力
を
制
限
し
、
た
と

え
、
王
で
あ
っ
て
も
憲
法
が
許
す
範
囲

を
超
え
て
権
力
を
行
使
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
考
え
を
立
憲
主
義
と
言
い
ま

す
。
近
代
民
主
主
義
国
家
の
基
本
理
念

で
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
考
え
方
は

聖
書
の
中
に
も
あ
り
ま
す
。 

 

確
か
に
、
聖
書
の
中
に
立
憲
主
義
と

い
う
言
葉
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

聖
書
が
は
っ
き
り
と
教
え
て
い
る
こ
と

は
、
王
で
あ
れ
権
力
者
で
あ
れ
、
決
し

て
絶
対
者
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

王
の
権
能
は
神
か
ら
委
託
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
の
委
託
さ
れ
た
範
囲
で
行

使
し
て
こ
そ
正
当
性
、
合
法
性
を
有
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
王
で
あ
っ
て
も
法

（
モ
ー
セ
律
法
）
に
従
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。 

特
に
旧
約
聖
書
の
申
命
記
１７
章
１４

節
以
下
に
は
、
将
来
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

民
が
王
を
立
て
よ
う
と
す
る
場
合
、
守

る
べ
き
ル
ー
ル
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
王
が
す
べ
き
こ
と
、
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
の
限
界
も
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
申
命
記
１７
章
１６

節
を
見
る
と
、
「
王
は
馬
を
増
や
し 

て
は
な
ら
な
い
。
馬
を
増
や
す
た
め
に
、 

   

民
を
エ
ジ
プ
ト
へ
送
り
返
す
こ
と
が
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
あ
な
た
た
ち
は
二

度
と
こ
の
道
を
戻
っ
て
は
な
ら
な
い
」 

と
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
馬
と
は
軍
馬

の
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
は
、
軍
事
力
を

増
強
す
る
こ
と
に
対
す
る
制
限
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
軍
馬
を
調
達
す

る
た
め
に
民
を
エ
ジ
プ
ト
の
奴
隷
に
売

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い 

と
警
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

か
つ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
エ
ジ
プ

ト
の
奴
隷
と
し
て
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、
神
は
軍
備
増
強
の
た
め

に
、
再
び
エ
ジ
プ
ト
の
奴
隷
と
な
る
よ

う
な
道
を
歩
ん
で
は
な
ら
な
い
と
モ
ー

セ
律
法
を
通
し
て
戒
め
ら
れ
た
の
で
す
。 

こ
の
こ
と
は
日
本
の
為
政
者
に
も
言

え
る
こ
と
で
す
。
為
政
者
は
立
憲
主
義

を
守
り
、
憲
法
に
従
っ
て
政
治
を
為
す

べ
き
義
務
が
あ
る
の
で
す
。
そ
う
で
あ

る
以
上
、
今
、
政
治
が
為
す
べ
き
こ
と

は
憲
法
９
条
に
違
反
す
る
「
安
保
法
制
」

に
よ
っ
て
米
軍
の
戦
争
に
協
力
し
た
り
、

憲
法
を
改
悪
し
て
、
日
本
を
戦
争
国
家

に
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

で
は
な
く
て
、
膨
大
な
軍
事
費
を
削
り
、

深
刻
な
格
差
と
貧
困
の
問
題
を
解
決
し
、

国
民
生
活
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
で

す
。
為
政
者
は
そ
の
た
め
に
こ
そ
政
治

権
能
を
委
託
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

日
本
は
軍
国
主
義
に
よ
っ
て
国
民
の

命
と
権
利
を
奪
っ
た
過
去
を
経
験
し
ま

し
た
。
聖
書
は
私
た
ち
に
、
「
二
度
と

こ
の
道
を
戻
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
教

え
て
い
ま
す
。 

  

2017 年 11 月 25 日（土曜日） 

2154 号 

 弓矢牧師 

 
 



   

「
米
軍
基
地
い
ら
ん
ち
ゃ
フ
ェ
ス
タ 

ｉ
ｎ
丹
後
２
０
１
７
」
が
１１
月
５
日 

午
後
、
京
都
府
丹
後
文
化
会
館
で
６ 

５
０
人
の
参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

集
会
で
は
前
泊
博
盛
沖
縄
国
際
大

学
大
学
院
教
授
が
「
緊
迫
す
る
東
ア

ジ
ア
情
勢
と
日
米
地
位
協
定
の
実

態
」
と
題
し
次
の
よ
う
な
講
演
を
行

い
ま
し
た
。
―
在
日
米
軍
基
地
は
、

戦
時
の
出
撃
基
地
に
な
る
だ
け
で
な

く
戦
争
相
手
国
の
標
的
と
な
る
。
こ

れ
を
「
マ
グ
ネ
ッ
ト
効
果
」
と
い
う
。

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
伴
い
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
が
う
る
さ
い
が
、
Ｐ
Ａ
Ｃ

３
と
い
う
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム

は
「
水
鉄
砲
」
程
度
の
能
力
し
か
な 

い
。
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
が
原
発
に

打
ち
込
ま
れ
れ
ば
核
爆
発
を
起
こ
す

こ
と
が
で
き
る
。
米
軍
基
地
も
原
発

も
な
く
す
べ
き
だ
― 

集
会
後
、
参
加
者
は
、
経
ケ
岬
の 

「
米
軍
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
基
地
強

化
反
対
」
と
コ
ー
ル
し
京
丹
後
市
役

所
周
辺
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。
大

阪
は
上
羽
事
務
局
長
を
含
め
４
人
が

こ
の
集
会
デ
モ
に
参
加
し
ま
し
た
。 

           

 

 

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
１１
月
１３
日

昼
、
近
鉄
上
本
町
駅
頭
で
「
沖
縄
連
帯

宣
伝
行
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

上
羽
事
務
局
長
が
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
を

握
り
「
沖
縄
県
辺
野
古
の
米
軍
基
地
建

設
工
事
ス
ト
ッ
プ
」
「
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
憲
法
９
条
を
守
ろ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
チ
ラ
シ
を

配
布
し
な
が
ら
、
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ

Ｏ
！
憲
法
を
生
か
す
全
国
統
一
署
名
」

へ
の
賛
同
を
通
り
が
か
る
人
々
に
訴
え

ま
し
た
。 

こ
の
宣
伝
行
動
で
は
、
普
段
と
違
っ

て
４０
代
、
５０
代
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
風

の
男
性
が
何
人
も
立
ち
止
ま
り
「
憲
法

は
守
り
た
い
で
す
ね
」
と
言
っ
て
署
名

に
応
じ
て
く
れ
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
に
は
、
天
王
寺
平
和
委
員

会
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
計
６
人
で
「
安

倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を
生
か
す
全

国
統
一
署
名
」
が
計
１０
筆
集
ま
り
ま
し

た
。 

 

              

                     
 

   
 

第
６１
回
堺
母
親
大
会
が
１１
月
１２ 

日
堺
市
内
で
１
４
０
人
の
参
加
者
で 

大
成
功
し
ま
し
た
。 

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
こ
の
大
会

の
第
一
部
で
吉
田
祥
治
事
務
局
員
が

「
ザ
・
思
い
や
り
Ⅱ
」
上
映
を
担
当

し
、
上
羽
事
務
局
長
が
映
画
の
コ
メ 

ン
テ
ー
タ
ー
を
務
め
成
功
に
貢
献
し

ま
し
た
。 

来
年
１
月
に
も
高
石
母
親
大
会
で 

同
映
画
を
上
映
す
る
予
定
で
す
。 

 

            
   

 
 

 
 

        

 

 

                                        

今月の言葉―「ドイツは積極的軍事協力へ方針転換」

 
1991 年の湾岸戦争の際、ドイツは国外へ派兵せ

ず、日本と同様に財政支援だけを行った。しかし、
そのことがこれもまた日本と同様に「小切手外交」
として厳しい非難を浴び、以降、ドイツは防衛の解
釈を変え、積極的な軍事協力へと方針転換する。
2001 年の 9.11 後に始まった国際治安支援部隊（Ｉ
ＳＡＦ）に加わったアフガン派兵では、55 人のド
イツ兵が戦死した。 
 
（『知ってほしい国ドイツ』高文研） 
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[ 11 月末～12 月の行事案内 ] 
27（月）「憲法を武器として―恵庭事件・知られざる 50 年目の真実」 

上映 15:00～ 大阪平和委員会事務所 無料 
29（水）秋の憲法大学習会 廣渡清吾氏講演 18:30 エルおおさか南館
30（木） 大阪安保「吉田務名護市統一連事務局長講演会」  

18:15  大阪市住まい情報センター 
12／8（金）革新懇「望月衣塑子東京新聞記者講演会」  

18:30 中之島中央公会堂 参加費 1000 円 
11（月） 大阪平和委主催 JNN ルポ「米軍が最も恐れた男カメジロー」 

上映 14:00～ たかつガーデン３Ｆローズ 無料 
13（水） 九条の会大阪講演会 18:30 エルシアター 渡辺治氏講演 
18（月） ヒバクシャ国際署名大阪の会発足会 18:00 エル大阪南館 
19（火） 能勢正月もち配達 ＊1袋 1480 円 

 

日本もドイ
ツの愚をお
かすのか？ 

沖縄県名護市長選挙が来年１月 28 日告示・２月４日投票で実施されます。

この市長選には稲嶺進市長が辺野古新基地建設工事ストップを公約に掲げ

立候補を予定しています。絶対に負けられない大切な選挙。大阪平和委員会

としても最大限の支援をおこなう予定です。 

支援参加の大阪安保の要項は以下の通りです。 
① ５日以上支援に入る場合、飛行機代３万円まで保障 
② 大阪安保が確保する現地宿舎を利用する場合、宿泊は無料。 
＊選挙ボランティアを希望される会員は、平和委員会にご連絡をお願いしま

す！ 

会員の畑で‶柿狩り〟 

名護市長選挙 

支援実施要項 

山椒の葉を食べ尽くすアゲハ蝶の幼虫



     



 


